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PS-31脳内ドーパミン代謝がサンゴ礁'性ベラ類の潮汐性産卵に

関係するのか

（IsdopaminergicactMtyinthebrainconcernedwithtidalspawnmg

rhythminatropicalwrasse?）
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ミツポシキュウセン（HZJﾉﾉc/me,esrrjmqc"/ａｍｓ）は、サンゴ礁域に広く生息する

ベラ科魚類である。本種は夜間の潜砂を伴う明確な日周性活動リズムと昼間の

満潮にあわせた潮汐性産卵リズムを併せ持つ。明暗と潮汐から得られる異なっ

た環境変化を体内リズムの時刻あわせに利用していると思われるが、その詳細

は不明である。いくつかの魚類で、脳内モノアミン類の変化が脳下垂体で産生

される生殖腺刺激ホルモン(GTH)の分泌と関連を持っていることが指摘されて
いる。本研究は脳内モノアミン類がベラ科魚類の日周性および潮汐性活動周期

発現に与える影響を明らかにする目的で行われた。ミツボシキュウセンのモノ

アミン（Norepinephrine；ＮＥＤｏｐａｍｉｎｅ；ＤＡ、Serotonin；５－HT)、および、Ａ、
5-ＨＴの代謝物（3,4-DihydroxyphenyIaceticacid；ＤOPAC5-Hydroxyindoleacetic
aci。；５－HIAA）の脳内日周変化を調べた。また、魚類の日周'性発動に重要な役

害Uを持つインドールアミン系ホルモン（メラトニン；MeI）が脳内モノアミン類

の変化に与える影響も調べた。さらに、水圧変化が脳内ＤＡ、DOPＡＣおよびそ

の比率（DOPAC/DA）に与える影響も調べた。

本研究で調べた脳内モノアミンおよびその代謝物のうち、明確な日周変動を

示したのはDOPＡＣおよびその比率で、いずれも夜間に最低値を示した。,疸暗条

件で飼育した場合DOPAC/ＤＡは主観的夜に低下したのに対し、'恒明条件で飼育

した場合にこの値に有意な変化は見られなかった｡MeI投与実験はミツボシキュ

ウセンの脳内DOPAC/ＤＡを－時間以内に減少させた。また、水圧はミツボシキ

ュウセンの脳内ＤＯＰＡＯＤＡを減少させた。以上の結果から、ベラ科の脳内ドー

パミン代謝は日周変動し、この変化に明暗変化や生物時計による内因性のＭｅｌ

がドーパミン代謝に関連があると考えられた。水圧の変化も脳内ドーパミン代

謝に関係していると考えられ、潮汐性の変化が日周'性の変化と共に脳内ドーパ

ミン代謝を制御していることが明らかになった。ミツボシキュウセンは日周,性

と潮汐`性をドーパミン代謝変化に転換する少なくとも２つの内因性の感受・伝

達機構を持っており、環境変化に応じてドーパミン代謝を変化させることによ

り、潮汐'性の毎日産卵を繰り返しているのかもしれない。


